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(１) イギリスは海軍国として知られるが15世紀末頃までは国王直属の常備
海軍力は手薄であった｡ とくにフランスとの戦争においてドーヴァー海峡
に面したヘイスティングス, ドーヴァー, サンドイッチ, ハイズ, ロムニ
ーの５港の領主が所有する船舶に依存していた｡ 杉浦昭堂 『海賊キャプテ
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(２) 犬童一男・河合秀和・高坂正堯・NHK取材班 『かくして政治はよみ
がえった 英国議会・政治腐敗防止の軌跡』 (日本放送出版協会, 1989
年)｡
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(３) 青木康 『議員が選挙区を選ぶ 18世紀イギリスの議会政治』 (山川
出版社, 1997年), PP. 133143｡
(４) ネイミアはジョン・クリーブランドについて ｢海軍省の事務に比類な
い知識を持ち, 職務に精励した｡ そのことにより昇進し重要な地位に達し
た人物｣ と評している｡ H. C. G. Matthew and Brian Harrison (eds.), Oxford
Dictionary of National Biography, Vol. 12 (Oxford University Press, 2004), p.
72.
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とする｡ バラー選挙区については, ｢統一的な制度は存在しなかった｣ と
し, 市民権, タウンカウンシルのメンバー, 土地保有権あるいは世帯主を
選挙資格とするなどさまざまであったとする｡ Robert Pearce and Roger
Stearn, Government and Reform: Britain 18151918 (Hodder Education,
2000), p. 11.
(８) 青木, p. 48.
(９) ジョン・フィリップは改革前のイギリスの選挙における投票光景を次
はびこった｡ さらに, 各地に貴族や大地主が依然として割拠し, かれらが
その地域に強固な影響力を有し, 事実上, 議員を指名したり, 交代させた
りした｡ 特定の有力者が選挙区を支配していることを ｢懐中 (ポケット)


























なやり方でそれぞれの選択を表明した｣｡ John A. Phillips, Electoral Behavior
in Unreformed England : Plumpers, Splitters, and Straights (Princeton Univer-
sity Press, 1982), pp. 56.
(10) 中村英勝 『新版イギリス議会史』 (有斐閣, 1977年), p. 100 の指摘｡
２ 18世紀の議会選挙とサンドイッチ選挙区












































































出所 Romney Sedgwick, The House of Commons 17151754 (Her Majesty’s Station-
ery Office, London, 1970), p. 368ならびに Sir Lewis Namier and John Brooke,
The House of Commons 17541790 (Her Majesty’s Stationery Office, 1964), p.
453より筆者作成｡
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*印は海軍省関係者を表す｡ セジウィックは17151754年の間のネイミ
ア＝ブルックは17541790年の間の議員の経歴と立候補のいきさつを記し
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(12) John Cannon, Parliamentary Reform 16401832 (Cambridge University




















































































出所 Sedgwick, p. 219ならびに Namier and Brooke, p. 239より筆者作成
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人, ネイミア＝ブルックでは30人と極めて少なく, 1772年選挙が示すよ
うに, 当選に必要な票数もわずかであった｡ ソールタッシュ地方史センタ
ー公文書管理者のデビッド・コウルズ (David Coles) の推定では, 18世
紀中葉のソールタッシュの人口は6001000人程度であり, 有権者は人口
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(13) 2010年２月24日, インターヴュー｡ なお, 18世紀のソールタッシュは
純農村・漁村であり, 発展がはじまるのは1859年にタマル川にロイヤル・
アルバート橋が架橋され鉄道が開通してからである｡ ソールタッシュの歴








たとき, 彼を選んだブリストルの選挙民に対して, 1774年, ｢ブリストル
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(14) バークの政治思想および政治哲学については, Frank O’Gorman,
Edmund Burke : His Political Philosophy (George Allen & Unwin, 1973) な
らびに Iain Hampsher-Monk, The Political Philosophy of Edmund Burke
(Longman, 1987) を参照｡
(15) Iain Hampsher-Monk, ibid., p. 110より引用｡
のいる選挙区に鉄道路線を建設し, 勢力拡大をはかった｡ ｢我田引鉄｣ と






バークは約30年間にわたり, 下院議員を務めているが, この間, 彼は
選挙区を３回変更している｡ 1765年にバッキンガムシャーのヴェンドー
ヴァー選挙区より下院に選出されたが, 1774年にはブリストルに選挙区
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(16) 青木, pp. 154167.
(17) Namier and Brooke, pp. 4656.











































出所 Namier and Brooke, p. 217, pp. 283290, p. 436より筆者作成












｡ ここで, バークは当選を首尾よく果たしたものの, 1780年選


















法と政治 61巻 4号 (2011年 1月) 15(1230)
(19) 青木, p. 161.
(20) Matthew and Harrison (eds.), Oxford Dictionary of National Biography,
Vol. 2, pp. 822823.
(21) 青木, p. 156.
し, 再選をめざすも落選する｡ 彼はモルトン選挙区の補欠選挙で議会に復
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(22) Namier and Brooke, p. 436.
(23) Lewis Namier, The Structure of Politics : At the Accession of George III
(Macmillan, 1957), pp. 358401.
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(24) 中村, pp. 102109.












となり, 買収や供応が横行し, 大きな問題となった｡ 選挙後, ときのグラ
ッドストーン自由党内閣は選挙浄化に取り組み, なかでも悪質とされた８
選挙区, ボストン (Boston), カンタベリー (Canterbury), チェスター
(Chester),グロースター(Gloucester),マクレスフィールド(Macclesfield),
ナレスバラー (Nallesborough), オックスフォード (Oxford), サンドイ
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中心部のギルドホールを使用し, 三か月にわたり1000人を超える有権者
















ンドイッチ451人, ディール1253人, ウォルマー311人であった｣ とし,
つづいて ｢サンドイッチは工業や商業従事者のいない村落的特徴を有して
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(26) 報告書はサンドイッチ歴史博物館に保存されており, 同館のご厚意で
複写を許可された｡
(27) “Report of The Commissioners Appointed under Her Majesty’s Royal
Sign Manual to Inquire into the Existence of Corrupt Practices in the Borough
of Sandwich” (1880), p. v.
サンドイッチ選挙区は自由党が優勢な選挙区で1857年以来186668年の
一回を除いて２議席を独占しつづけていた｡ 1880年３月の総選挙でも対
立候補はなく, ２名の議席を自由党が楽々と維持した｡ すなわち, エドワ
ード・K・ヒュゲッセンとヘンリー・ブラッセイが選出された｡ いわゆる
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(28) Ibid., p. vi.


























り, 使用されなかった｣ とし, 保守党は運動員などに612ポンド, 事務員
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(30) Ibid., p. vii.
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(32) Ibid., p. vii.
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(34) Ibid., p. x.
(35) Ibid., p. xi.
(36) Ibid., p. xiii.
容易に広範な買収が実施されたこと, 買収目的の組織, 多くが進んで両陣
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(37) Ibid., p. xv.
(38) Cornelius O’Leary, The Elimination of Corrupt Practices in British
























選挙後, 当選無効の訴えが出され, 調査委員会が派遣され, 克明な調査
論
説
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される｡ 中心となったのは, 司法長官ヘンリー・ジェームスである｡ しか
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この結果, イギリスの選挙は ｢カネのかからないきれいな選挙｣ になっ
たと評価されている
(41)


















法と政治 61巻 4号 (2011年 1月) 27(1218)
(40) 犬童, 河合, 高坂他, pp. 6875 を参照｡














る｡ 西田は ｢英国政治には, 『ジバン』 も, 『カバン』 も, 『カンバン』 も
あり得ない｡ 後述するように, 『三バン』 がなくても, 能力と努力, そし
てあえていえば, 運次第で下院議員になれる仕組みが確立しているからだ｣
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(43) 西田令一 『ウェストミンスターへの道』 (日中出版, 1998年)｡
(44) 同上, p. 39.
(45) 梅津實は ｢……伝統的な下院議員は基本的にはアマチュアとしての立
場に終始しており, かれらは選挙区との関係もきわめて淡白なものにとど




ようになったとしている｡ 梅津實 ｢イギリス下院議員の選挙区活動｣, 『同























したため, 保守党はキャメロンに白羽の矢をあて, 候補者に選んだ｡ ウッ
ドワードは保守党の強いこの選挙区での立候補を断念し, 別の労働党の強
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キャメロンの例のように, 現代のイギリスにおいて選挙区を移動するこ
とは珍しくない｡ しかし, それは初当選をはたすまでのことである｡ つま
り, いったん当選を果たし, 当該選挙区において確固とした基盤を築いた





ンタートンを長年にわたり, 議会に選出し続けてきた｡ なお, 彼は連続当













































後, 腐敗および違法行為防止法違反はなくなったとされる｡ なお, バトラ
ーによれば, 1997年総選挙においてニューワーク選挙区から当選したフ
ィオナ・ジョーンズに対して, 過剰支出の訴えが出され, いったんは有罪
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(46) この事件および裁判については, The Oxford Times, May 14, 1924を
参照｡
(47) David Butler and Gareth Butler, British Political Facts Since 1979
(Palgrave Macmillan, 2006), p. 121.




















請求問題は議員の緊張感の欠如を物語っている｡ 保守党, 労働党, あるい
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(48) http: //www.telegraph.co.uk /news /newtopics /mps-expenses /
在し, 選挙区を牛耳っていた｡ バトロンが候補者を事実上指名し, 選挙は
無風状態であった｡ 議員はパトロンに従い, そのために働いた｡ 19世紀
に入り, ３度の選挙制度改革により, 選挙権は拡大する｡ パトロンや有力







る｡ しかし, 腐敗やスキャンダルはなくなっていない｡ 確かに選挙区移動
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Tytler) 氏と同大学ハートフォードカレッジ図書館司書スーザン・グリフ
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論説
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On the Constituency of Sandwich in England
―Changing Aspects of MP’s Relationship to Constituency―
Toshimasa MORIWAKI
Edmund Burke addressed to the Bristol electorate in 1774 that the
Members of Parliament were not the representatives of the city of Bristol
but the representative of whole nation when they were elected. This famous
address tells an ideal image of representative democracy though it was not
a real aspect of the relationship between MPs and their constituency in the
18th century Britain. In the 18th century there was the so-called “pocket
constituency” in Britain where powerful patrons controlled electorate. In
such constituency the candidate was designated by the patron and worked
for him in the Parliament. Burke himself was elected from such “pocket
constituency.”
In the 19th century the relationship between MP and his constituency
changed drastically. Several electoral reforms radically increased the num-
ber of electorate, resulting disappearance of “pocket constituencies.” In
order to win election campaign candidates needed to collect ballots by them-
selves in place of influence of patrons. Since party organizations did not de-
velop at that time candidates were required to prepare campaign money
from their own pocket. Bribery was one of powerful weapons in the 19th
century election campaigns.
In 1883 the anti-corrupt law was enacted and purified dirty campaigns.
Also the gradual development of party organizations strengthened party con-
trol of campaign. Today candidates were selected and trained by party or-
ganizations. The amount of campaign money is severely limited by law.
However, corruption does not disappear in UK. One of the reasons why cor-
ruption still frequently happens is an existence of safe constituency. MPs
enjoy easy victories from election to election in safe constituency. In such
constituency they tend to lose a tense relationship to electorate.
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constituency focusing upon “Sandwich Constituency” in Kent and related
areas. “Sandwich Constituency” was “admiralty constituency” in the 18th
century and was known by corruption and dirty campaign in the 1880 elec-
tion. At last, “Sandwich Constituency” was abolished in 1885.
